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ブリジット・カーター寄稿 

（ウェブスター・ウィーン私立大学大
学院修士課程在籍中、ウィーン平和博
物館ボランティア） 

創立 5 周年祝賀行事の一部として、ウィ

ーン平和博物館(PMV)は、6 月 15～16 日

にウィーン中心部にある当博物館で小規模

な国際会議を開催しました。この会議は創

立者のリスカ・ブロジェットと館長アリ・アー

マッドにより組織され、「なぜ平和博物館や

平和研究機関は重要なのか」というテーマ

に焦点を当てました。 

一般の参加者、PMV の支援者、協力者

の皆さんは様々な国々からこの会議に参加

されました。ルーマニア平和博物館の創立

者であるマグダレーナ・バタセアは当博物

館の創立に漕ぎつける長い道程で協力し

てくださいました。彼女は PMV のボランティ

アとしてもずっと活動しておられます。（この

次の記事をご参照ください） 

同じくルーマニアから参加されたオティリ

ア・ソフロンは自著である『平和と光：広島・

長崎』を紹介されました。これはこの主題に

ついて書かれたルーマニアで最初の本で

す。その本の執筆のための学術調査の期

間にソフロンは長崎に住み、被爆者から直

接話を聞きました。ソフロンは熱心な教育

者で、ルーマニアの学校にその著書を

1600 冊も寄付されました。 

元々はブルガリア出身ですが現在はベ

ルリンに住んでいるマクシミリアナ・ザバノヴ

ァはメキシコ平和博物館とニューヨーク市平

和博物館の協力による研究内容を紹介し

ました。 

 

6 月 15 日 PMV での小規模会議での講演者：前
列左からマクシミリアナ・ザバノヴァ、ブリジ
ット・カーター、ゼルカ・マリヤー、マグダレ
ーナ・バタセア。二列目；アリ・アーマッド、
ナヴィン・ジャンガリ、ピーター・ファン・デ
ン・デュンゲン、リスカ・ブロジェット、ファ
ロウク・アザム、ザファー・シャイアン、デイ
ヴィッド・ブロジェット、オティリア・ソフロ
ン（ナヴィア・ジャンガリ提供） 
 

これらの博物館のプロジェクトのために、

ザバノヴァは有名なメキシコの建築家・画

家・メキシコ平和博物館の創立者で館長で

もあるセルジオ・コペリオヴィッチ・エフラトと

ウィーン平和博物館 5周年記念行事 
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密に連絡を取って研究しています。彼女は

短いビデオを通して、有名ニューヨーク平

和博物館の創立者であるナデット・スタサの

仕事も紹介しました。 

またもう一つの発表では、ナヴィン・ジャ

ンガリがカトマンズに平和博物館を完成さ

せるという彼の使命について語りました。バ

ルセロナにスタジオを持つ画家で彫刻家で

あるジャンガリ氏は PMV のグラフィックデザ

イナーでもあり、当博物館内に展示されて

いる数多くの平和の英雄たちの美しいポス

ターを制作しています。 

PMV の円滑な運営のために他のボラン

ティアの皆さんがしてくださる この上もなく

貴重な貢献はザファー・シャイアンの仕事

の中で強調されています。シャイアンは月

刊のニューズレターを編集し、その他の多

くの記事と共に「平和の英雄」のプロフィー

ルの記事を書いています。 

私はソーシャルメディアでの PR 活動を維

持し、文書を編集し、ウェブサイトとニュー

ズレターのための記事を書くなど様々な仕

事を手伝っています。 

 

6 月 18 日に PMV5 周年を祝って：右側に PMV 平
和賞の受賞者の一人であるアンネ・シンナヴ・シメン
セン）（ナヴィン・ジャンガリ提供） 

これらの発表に続いてアフガニスタン教

育・難民省の前大臣ファロウク・アザム博士

が、調停者・平和伝道者としての自身の仕

事について説得力のある基調講演をされま

した。博士は彼の国で和平交渉を始め、紛

争を終わらせるために、タリバンの指導者

たち、部族の指導者たち、アフガニスタンと

アメリカ合衆国両方の学者や識者と会った

ことを回想して語りました。 

もう一人の講演者であるゼルカ・マリヤー

は女性と子どもたちの人権を守ることに焦

点を置いて活動してきたアフガニスタン人

の検事で、現在はウィーンに亡命者として

住んでいます。 

ピーター・ヴァン・デン・デュンゲンは以前、

世界の平和博物館の歴史について素晴ら

しい講演をしてくださいましたが、当博物館

の近くの会場で 6 月 18 日開催された夕方

の行事でも講演をしてくださいました。この

行事にはおよそ 70 人の方が参加されまし

た。参加者は主に博物館の地元の友の会

の会員と支援者の方々でした。参加者の皆

さんは素晴らしい音楽の上演、スピーチ、

顕著な功績をあげられた方々への「平和の

英雄賞」の受賞式から成る祝賀行事を楽し

まれました。 

当博物館は参加者の皆さんをもてなし、

楽しく、記憶に残る創立記念式典を終えま

した。ウィーンでの創立記念祝賀会の写真

をこちら this link で見ることができます。ま

た、短い（90 秒）ですが、多くの情報を提供

し、感謝の意を伝える PMV のビデオをこち

ら here で見ることができます。これは熱心な

来館者により撮影されたものです。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

南東ヨーロッパ初、また初の移動博物館

でもあるルーマニア平和博物館が、最近ウ

ィーンで見られるようになりました。8 月の一

か月間、平和や基本的人権の保護の強化

へと寄与したルーマニアの著名人が、ウィ

ーン平和博物館で紹介されています。 

ルーマニア平和博物館：ウィーン 

https://www.facebook.com/pg/peacemuseumvienna/photos/?ref=page_internal
https://www.youtube.com/watch?v=ouI-OjObfEs
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ベルタ・フォン・ズットナー像横のマグダレナ・C・ブト

ゥッカ、ウィーン平和博物館にて 

ルーマニア史における有名な人物は、ア

レクサンドル・ヨアン・クザ、フェルナンド 2 世、

イオン・ブラティアヌ、二コラエ・ティトゥレス

ク、ミハイル1世、コルネリウ・コポスです。ル

ーマニア平和博物館の設立者マグダレナ・

C・ブトゥッカは、8 月 1 日発行の報告書で、

次のように述べています。「ルーマニア平和

博物館の展示物とともにウィーンに来られ

たことをとても嬉しく思います。関心を抱くウ

ィーン市民や、世界中から訪れる観光客に、

ルーマニアの著名人を紹介し、ルーマニア

国内だけでなく、ヨーロッパの歴史におい

ても彼らが担った建設的で重要な役割を知

る機会を持って頂くことができます。ますま

す分裂し、行く先を失った現在の世界では、

より良い未来のために過去を振り返り、建

設的な解決策を探る方へ私たちを導いてく

れる、このような努力が必要です。ルーマニ

ア平和博物館のゴールは、平和の維持と

強化に貢献している世界中の個人の活動

や考え方の展示によって、平和に関する情

報を普及させることです。平和の権利は、

人間の基本的人権と生きる権利とに密接に

関わっているのです。」 

また特別展の期間中、ルーマニア平和

博物館の活動を支援する海外からの平和

活動家や教育者の手助けを受け、学生と

市民による平和教育コースが毎日ウィーン

平和博物館で開講されています。同時に、

マグダレナ・ブトゥッカ主宰の「平和のシン

ボル」という絵画展も開催されています。 

ルーマニア平和博物館の HP は、こちら

のリンクからご覧ください。 this link.  

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

 

 

広島平和記念資料館本館が 2 年間の改

修工事の後に 4 月に再び公開されました。

本館展示の中には初めて日本人以外の原

爆の被害者に捧げられた新規の常設展示

の区画が設けられました。その被害者の数

は広島と長崎の両方でそれぞれ数千から

数万と推定されています。その大多数はそ

の当時日本の植民地支配下にあった朝鮮

半島出身者であったと考えられています。  

広島平和公園の中の広島平和記念資料

館の近くには慰霊碑があり、その碑文には

2 万人以上の朝鮮半島出身者の命が奪わ

れたと記載されています。 

新展示には日本人以外の被爆者として、

ドイツ人、ロシア人、東南アジアや中国から

の留学生、アメリカ人捕虜も亡くなったと明

示してあります。 

広島平和記念資料館の 

日本人以外の被爆者についての 

新しい展示 

http://www.peacemuseumvalcea.eu/index.php
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広島原爆ドーム近くでの郭貴勲（2015 年撮影）（浜
岡学・郭貴勲提供） 

展示の中にはその被爆者の体験談や、

被爆者となったマレーシアからの留学生、

ドイツ人牧師、年配の韓国人の大きな写真

もあります。その年配の韓国出身の方は郭

貴勲（クワック・クゥイフーン）で、現在 94 歳、

当時日本軍に徴集されて広島に 1944 年 9

月に来たのでした。郭は、政府に健康管理

手当を払うように命ずる画期的な日本の高

裁判決が出た裁判の原告でした。2018 年 3

月時点で被爆健康手帳を持つ外国籍の被

爆者は 3000 人以上、その内 2000 人以上

は韓国在住で、その他にアメリカ合衆国、

ブラジル、カナダ、台湾在住の被爆者もお

られます。 

改修後の展示で個人個人の被害者/被

爆者に焦点を当てることに決めたのは、そう

することで海外からの来館者が原爆の悲惨

さをより自分に近いものとして実感する助け

にきっとなるだろうという情報の提供があっ

たからです。外国人来館者数は着実に伸

びており、今年度の 150 万人の来館者の内

の 4 分の 1 に届こうとしています。 

日本人以外の被害者の体験談を文書で

証明するときに最も重要な問題は資料と情

報の不足です。 

 

2019 年 5 月 16 日に撮影された広島平和記念公園

内の韓国人原爆犠牲者慰霊碑（共同ニュース提供） 

以下の記事もご参照ください。「平和資

料館に外国人被爆者の証言を展示」ケイ

タ・ナカムラ記者による 2019 年 6 月 17 日

の共同ニュースの記事：‘Foreign hibakusha 

speaking out as museum dedicates section 

to them’、「広島平和公園の韓国人原爆犠

牲者慰霊碑の悲しい歴史」ジル・ユンヒュン

記者による 2016 年 5 月 13 日のハンギョレ

新聞の記事‘Foreign hibakusha speaking 

out as museum dedicates section to them’ 

また、以前 2015 年 11 月発行の INMP ニ

ューズレター13 号 5～６ページに掲載され

た記事「韓国の平和博物館での展示：韓国

人被爆者についての被爆証言」もご覧くだ

さい。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

ウィリアム・P.ショー寄稿 

（オハイオ州デイトン国際平和博物館

前運営員会議長・オハイオ州 

ウィルミントン大学理事） 

 

長崎浦上天主堂に 

「被爆十字架」が返却される 

https://english.kyodonews.net/news/2019/06/79e44ff2701d-feature-foreign-hibakusha-speaking-out-as-museum-dedicates-section-to-them.html
https://english.kyodonews.net/news/2019/06/79e44ff2701d-feature-foreign-hibakusha-speaking-out-as-museum-dedicates-section-to-them.html
https://english.kyodonews.net/news/2019/06/79e44ff2701d-feature-foreign-hibakusha-speaking-out-as-museum-dedicates-section-to-them.html
https://english.kyodonews.net/news/2019/06/79e44ff2701d-feature-foreign-hibakusha-speaking-out-as-museum-dedicates-section-to-them.html
https://english.kyodonews.net/news/2019/06/79e44ff2701d-feature-foreign-hibakusha-speaking-out-as-museum-dedicates-section-to-them.html
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この話はアメリカ合衆国が、1945 年 8 月

9 日に 2 つ目の原爆を投下してすぐ後の長

崎に始まります。その原爆は朝の礼拝式の

最中だった浦上天主堂を含む長崎市の大

部分を破壊しました。およそ 8 万人の人々

がこの原爆によって殺されました。浦上天

主堂は、東アジアでその当時最も大きいキ

リスト教の大聖堂でした。そしてそれは爆心

地の近くに位置していたのです。この大聖

堂は 1959 年に再建されました。1945 年 10

月にアメリカ人兵士ウォルター・G.フックが

海兵隊占領軍の一員として長崎に配属さ

れました。敬虔なカトリック教徒だったフック

は長崎の司教であった山口愛次郎（洗礼

名パウロ）の運転手を務め、二人は友人に

なりました。ある時、フックが大聖堂の瓦礫

を念入りに調べていると、約 1 メートルの長

さの木製の十字架を見つけたのです。その

十字架はその建物が破壊され焼かれたの

になぜか形を留めていたのです。フックは

後にインタビューに答えて、山口司教は、

アメリカ合衆国の人々にもっと原爆の恐怖

を認識してほしいと思い、その十字架を彼

に与えたのだと語っています。フックはその

十字架を「被爆十字架」と言っていました。 

 

ウィルミントン大学で十字架を展示するターニャ・マ
ウス博士（ウィリアム・P.ショー提供） 

その十字架についての記憶はほとんど

失われていたのですが、深堀好敏はその

十字架のことをよく覚えていました。彼は

1945 年 8 月下旬に撮影されたその十字架

が廃墟の中に横たわっている写真を偶然

見たことがあったのです。40 年以上の間、

彼はその十字架はどうなったのだろうかと

考えていました。フックは 1946 年の春に、

ニューヨークに住んでいた母親にその十字

架を送っていました。母親は家にそれを飾

っていました。その家族は何度も引っ越し

ましたが、その十字架はいつもその家の目

立つところに飾られていました。1982 年に

フックは（2010 年に 97 歳で他界）、その十

字架をオハイオ州ウィルミントン大学の平和

資料センターに寄贈しました。そのセンタ

ーは日本以外の国で広島・長崎への原爆

投下に関する原本資料を最も多く集めてい

る施設の一つです。約 40 年間、その十字

架はそのセンターに展示されていました。

日本でそれは原爆で失われたと信じられて

いたのですが、2019 年に平和資料センタ

ーの館長で日本近代史の専門家であるタ

ーニャ・マウス博士によって「再発見」された

のです。博士はその十字架を返還する方

法を探るために浦上天主堂に連絡を取りま

した。マウス博士は 2019 年に研究のために

そのセンターを訪れたノースウェスタン大学

（イリノイ州エヴァンストン）に勤務する日系

アメリカ人の学者である宮崎広和博士にこ

の連絡を助けてもらいました。宮崎博士は

長崎大司教である高見三明に連絡を取りま

した。高見大司教はこの十字架が存在して

いることを知らなかったのですが、返還の申

し出を歓迎しました。 

 

ウィルミントン大学での十字架の祈りの会の参加者
（ウィリアム・P.ショー提供） 
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2019 年 7 月 26 日にその十字架の特別

な祈りの会がウィルミントン大学で開かれま

した。約 50 名がこの会に参加しました。参

加者は、主にこの大学のクェーカー教徒の

コミュニティの人々でした。その十字架は長

崎への返還のために注意深く包装されまし

た。 

ターニャ・マウスは、その十字架を持って

日本を訪れました。ウィルミントン大学の礼

拝堂勤務の牧師であるナンシー・マコーミッ

クと一人の学生もこの日本への旅に同行し

ました。この十字架は、2019 年 8 月 9 日に

浦上天主堂で信者の方々に正式に返還さ

れました。それはこの大聖堂が破壊されて

74 年目の日でした。この行事は国営テレビ

で日本中に伝えられました。これは市民外

交についての話であり、日本とアメリカ合衆

国の人々の和解の話であり、希望と平和に

ついての話です。長崎での十字架返還式

についての短い NHK のニュース動画がこ

ちらにあります。here 

（翻訳：赤松敦子）  

 

 

 

70 年前、1949 年 8 月に、アメリカのクェ

ーカー教徒フロイド・シュモー(1895-2001)

と彼の 3 人の友人は、被爆者とその家族の

ための家を建設するプロジェクトのために

広島にやって来ました。最初の一か月、地

元のボランティアの助けも借りて、彼らは 4

軒の家を建て始めました。シュモーと彼の

グループは 5 年間毎年夏に日本に来てこ

の住宅建設プロジェクトを続けました。少な

くとも 30 軒（その大部分 21 軒は広島）の家

と地域の集会所が広島と長崎でこの 5 年の

間に建設されたと推定されています。シュ

モーは、これらの「平和の家」は原爆が使用

されたことを嘆く多くのアメリカ人の善意を

表していると言っていました。 

 

フロイド・シュモー（広島平和記念資料館 /  

ブルックス・アンドリューズ提供） 

長崎にはその家は一軒も残っていませ

んが、1977 年にその家の跡地に建設され

た市営住宅がシュモーにちなんで名付けら

れ、彼の名前が彫られた銘板が飾られてい

ます。それはその取り壊された家の住人か

らの要望でした。広島では、1951 年に元々

地域の集会所として建てられた一軒の家が

現存しています。2012 年に道路建設計画

のためその集会所を閉鎖する必要がありま

したが、その建物は残されることになり 40 メ

ートル先へ移設されました。 

 

広島のシュモー・ハウス 
（トレイス・オブ・ウォー＜戦争の跡＞提供） 

広島と長崎のシュモー・ハウス 

https://mobile.twitter.com/NHKWORLD_News/status/1159728792262324224


7 
 

シュモー・ハウスは今は、原爆投下後広

島を助けるために海外から来た人々につい

て伝えるギャラリーになっています。（アメリ

カ合衆国出身のノーマン・カズンズとバー

バラ・レイノルズ、赤十字国際委員会の駐

日主席代表だったスイス人医師マルセル・

ジュノーらについて展示してあります） 

2012 年からそのシュモー・ハウスは広島

平和記念資料館の別館となり、資料館の近

くに移設されました。資料館はより多くの

方々にこの家を訪れていただき、シュモー

について知っていただきたいと希望してい

ます。シュモー・ハウスでの展示と広島・長

崎両市のシュモー・ハウスに以前住んでい

た人々と連絡を取っているボランティアの

小団体の研究をきっかけに、近年シュモー

についての関心が再度高まってきています。 

こちらの最近の記事により多くの情報が

掲載されています。9 月 2 日ジャパンタイム

ズ掲載のケイタ・ナカムラ記者による記事

「被爆都市に生き続けるアメリカの平和主

義 者 の 知 ら れ ざ る 遺 産 」 ‘American 

pacifist’s little-known legacy lives on in A-

bombed cities’こちらのリンク this link で、シ

ュモー・ハウスの 4 枚の写真を見ることがで

きます。 

2001 年 4 月 24 日にシアトル・タイムズに

掲載されたマーク・ラミレズ記者によるフロイ

ド・シュモーの平和主義者としての人生と仕

事についての詳しい深い感銘を与える追

悼記事は、こちらで読むことができます。

「第一線で活躍した活動家であったシアト

ル平和公園創設者 105 歳で他界」‘A prime 

activist: Creator of Seattle Peace Park is 

dead at 105’ 

シュモーは 1983 年に広島市から特別名

誉市民の称号を贈られ、勲四等瑞宝章受

賞者にも選ばれました。ノーベル平和賞の

候補者としても数回選ばれています。こちら

here により多くの情報が掲載されています。

こちら here のリンクもご覧ください。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 
 

 

コウディ・ハウカ寄稿 

（京都在住のフリーランスジャーナリスト、研

究者。最新の科学技術がどのように人間関

係を変えるかと、科学技術による意見発表

の場の報道、市民の談話、民主主義に対

する影響に興味を持ち研究している。） 

 

国際博物館会議(ICOM)京都大会 2019 のバナー
（ICOM 提供） 

「博物館は記憶のしもべです。」ケープタ

ウンのディストリクト・シックス博物館館長で

あるボニータ・ベネットは国際博物館会議

(ICOM)京都大会 2019 の総会でこのように

語りました。「しかし博物館が使うその力の

ために、博物館は植民地主義の歴史上の

管理人になり、また記憶の慣習的行為に決

定的な役割を担うことになります。」 

これは ICOM 京都大会の 2 日目に同時

に行われた二つのセッションの核心にあっ

た緊張状態のことでした。そのセッションで

は植民地化と戦争犯罪が博物館でどのよう

に表現されるかについて討議したのです。

これらのセッションでは、はっきりした全体

的な問題を扱う一方で、博物館は帝国主

義の下で生きた人々の語った言葉の展示

を増やすことを通してもっと全人的な語りを

記憶の駆け引き：博物館の語りに 

おける証言の役割－ 

国際博物館会議(ICOM)京都大会 

https://www.japantimes.co.jp/news/2019/09/02/national/history/american-pacifists-little-known-legacy-lives-bombed-cities/?utm_source=Daily+News+Updates&utm_campaign=23db39425c-Tuesday_email_updates03_09_2019&utm_medium=email&utm_term=0_c5a6080d40-23db39425c-332815009#.XW1SXyhKhPZ
https://www.japantimes.co.jp/news/2019/09/02/national/history/american-pacifists-little-known-legacy-lives-bombed-cities/?utm_source=Daily+News+Updates&utm_campaign=23db39425c-Tuesday_email_updates03_09_2019&utm_medium=email&utm_term=0_c5a6080d40-23db39425c-332815009#.XW1SXyhKhPZ
https://www.japantimes.co.jp/news/2019/09/02/national/history/american-pacifists-little-known-legacy-lives-bombed-cities/?utm_source=Daily+News+Updates&utm_campaign=23db39425c-Tuesday_email_updates03_09_2019&utm_medium=email&utm_term=0_c5a6080d40-23db39425c-332815009#.XW1SXyhKhPZ
https://www.tripadvisor.co.uk/Attraction_Review-g298561-d8381847-Reviews-Schmoe_House-Hiroshima_Hiroshima_Prefecture_Chugoku.html#photos;aggregationId=101&albumid=101&filter=7&ff=139325063
http://community.seattletimes.nwsource.com/archive/?date=20010424&slug=obit24m
http://community.seattletimes.nwsource.com/archive/?date=20010424&slug=obit24m
http://community.seattletimes.nwsource.com/archive/?date=20010424&slug=obit24m
http://www.pcf.city.hiroshima.jp/schmoehouse/index_e.html
http://hpmmuseum.jp/modules/info/index.php?action=PageView&page_id=75&month=201703&lang=eng
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積極的に構築する必要があることを強調す

ることを目的としていました。このテーマは、

日本の帝国主義国家としての歴史と、日本

の博物館が、日本が植民地化していた

国々の観点からの人々の声を展示から除

外する傾向があることを考えると、特に京都

で開催された大会にとって心がひどく痛む

話題でした。 

公共に対する犯罪犠牲者追憶のための

記念博物館国際委員会(ICMEMO)と国際

人権博物館連盟(FIHRM)の「博物館は日

本帝国の植民地支配下に置かれた国々か

らの底知れない悲しみの声をいかにして伝

えるか」という題の合同セッションでは、二

人の講演者が日本帝国支配下で生きた台

湾と沖縄の一般市民の観点に光を当てる

ために博物館において証言が重要であると

いうことについて話しました。 

日本学術振興会外来研究員秋山かおり

は、沖縄県平和記念資料館とひめゆり平和

祈念資料館による第二次世界大戦中の沖

縄戦での一般市民の体験と観点を詳述す

るための証言使用の事例研究について発

表しました。 

 

沖縄県平和記念資料館の一般市民の証言展示室
の一つ（沖縄県平和記念資料館提供） 

これらの展示には直接一般市民から聞き

取った体験の詳細を記載した書籍、証言者

の写真、沖縄の人々が耐えた当時の恐ろし

い状況を再現した模型が含まれています。

秋山はこのような展示には、特に沖縄のよう

に広範囲の火災と破壊の結果、実物資料

が実質的にほとんど存在しない場合、口述

歴史資料を入れることが重要であるというこ

とを強調しました。 

秋山はこのように語っています。「私たち

は証言に頼らなければなりません。それが

どのように評価されるかは議論の分かれる

ところですが、博物館は一般の人々がその

評価を決められるように多くの証言を提供

することはできます。」また彼女は更に、実

物資料がないということが、日本の博物館

が帝国主義であった過去についての語りを

展示から除外することを正当化してきた理

由の一つであり、その結果展示に他国の観

点を入れないで日本側の語りのみ展示し

続けるという結果になったということも示唆し

ています。 

 

沖縄で従軍看護訓練を耐えた少女たちの写真
（www.okinawa-information.com 提供） 

 

同様に、国立台湾歴史博物館公共奉仕

部門研究補助員リン・チアイーはその発表

で、1895 年から 1945 年の日本の台湾支配

に関して再考するために証言者研究グル

ープの利用について分析しました。その発

表のタイトルは「誰が語っているのか：第二

次世界大戦時の台湾人の計り知れぬ深い

悲しみの記憶」でした。 10 人のグループ参

加者が、帝国支配が終わったというニュー

スに対する反応の記憶を分かち合いました。

その参加者たちはそれまで博物館や研究

所からは無視されてきた様々な複雑な感情

や観点について例を挙げながら説明しまし

た。これらの例は、記憶と、どのように記憶

が記録され、捏造され、広められるかという

http://www.okinawa-information.com/
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ことを決定する政治的システムとの駆け引

きの中で重大な関係性が形作られるという

証拠を提供することになりました。その構造

と、この中に内在している組み立てられた

語りは本質的に博物館が演じてきた、また

社会で果たそうと努力してきた教育的役割

に繋がっています。ICOM 職業倫理規定

ICOM Code of Ethics for Museums でもこの

教育的役割について触れられています。こ

の理由で、文化遺産の独立に伴う失われた

記憶の民主化は、今年の ICOM のより大き

な焦点に言及する関連問題です。今年の

ICOM では前進する博物館の定義、使命、

大志を検討したのです。  

 

国立台湾歴史博物館（国立台湾歴史博物館ウェブ

サイト提供） 

植民地からの独立と賠償」に関するセッ

ションの中で、「間違った方向に向かったこ

とについてどのように話すことができますか」

と ICOM ドイツのベアテ・レイフェンシェイド

は質問しました。「私たちはこれらの物語を

語ること、そして語らないことによる倫理的

な影響について考えなければなりません。」 

実際、集団記憶喪失症―それは意図的

な語りと声の抑圧ですが―その問題を認識

することは、おそらく現代社会における博物

館の役割と、共有する経験における博物館

の占める位置のイメージを再構築する過程

において等しく重要なことです。多くの

ICOM 参加者がこの意見に賛成のようでし

た。しかしこの大会で提案されている博物

館の定義とちょうど同じように、より大規模に

理論を実践に移すことが博物館にとってや

りがいのある仕事になるでしょう。 

この意見はケンブリッジ大学で研修を受

けた考古学者でケニア国立博物館の前館

長であるジョージ・オケロ・アブンゴが直接

指摘した点にも表れていました。「歴史がそ

の傷と不正を癒してくれて、時間が過去の

記憶を消してくれると期待して、博物館の

大多数はまだ植民地記憶喪失のふりをして

います。」とアブンゴは提案された博物館の

定義についての討議で発言しています。

「私はずっと情報を集めてきましたし、研究

してきましたし、調査もしてきました。私の声

はこの新しい定義に含めていただけます

か。」 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

5 月 16 日から 8 月 9 日（長崎原爆忌）ま

でドイツのニュルンベルク平和博物館は片

岡脩教授によって描かれた平和ポスターの

展示を行いました。片岡教授は 1932 年に

広島に生まれ、奇跡的に広島市への原爆

投下を生き延びました。東京藝術大学で美

術を学び、自分のアトリエを設立し、1968

年には愛知県立芸術大学の教授に任命さ

れました。彼の被爆体験と原爆の放射能の

ために度々病気になったことが彼を一連の

平和ポスターの制作に向かわせました。そ

の平和ポスターは、1985 年に広島で初め

て展示され、世界中の様々な都市で展示さ

れてきました。  

ニュルンベルクでの展示は、その平和ポ

スターを整理してまとめられたものに関わっ

ています。片岡は 1997 年に癌で亡くなりま

した。2008 年に彼の妻であった片岡恒子

広島は警告する―今も！ニュルン
ベルク平和博物館での芸術展示  

https://www.ecsite.eu/activities-and-services/resources/icom-code-ethics-museums
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は彼の芸術作品（32 枚のポスター）をドイツ

のフュルス市に寄贈しました。この市は

1986 年から広島と長崎の姉妹平和都市に

なっています。  

 

 

展示会の葉書 

ニュルンベルク平和博物館は同じ展示を

すでに 10 年前 2009 年の夏に開催してい

ます。その後 10 年の間に、特に近年核兵

器の使用の危険が迫り、核兵器を制限する

条約が破棄されています。この展示では原

爆の犠牲者のことを思い出してもらい、核

兵器が存在し続けることが意味する大変な

危機に注目を集め、核兵器のない世界の

未来像を描くことを促進することが意図され

ています。この博物館の収蔵品である他の

遺物と共に、広島と長崎の原爆の大判の写

真がこのポスター展示に資料を補っていま

す。 

こちらのリンク this link にこの展示の詳

細が紹介されています。（ドイツ語） 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

 

オハイオ州ウィルミントンにある平和資料

センターは、日本以外では最大級となる、

第二次世界大戦の原爆に関する資料

40,000 点（上記の記事もご参照ください）を

有しています。 

平和資料センターは、核戦争の恐怖に

感化された非暴力運動家や、広島と長崎

の被爆者の歴史的な体験の証言者となるこ

とで、平和への貢献に努めています。先頃

センターは、環境保護をチェックする機器と

新しい棚のため、全米人文科学基金から

10,000 ドル近くを授与されました。そのこと

により、収蔵されている貴重な本や写真、

資料を将来にわたり保護することができま

す。名誉ある賞の授与によって、センター

の資料の完全デジタル化が可能になると期

待されています。詳細は、こちらからご覧く

ださい。here. 

 

資料保護のための賞を獲得した、平和資料センタ
ーのターニャ・マウス博士 

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

ウィルミントン大学の平和資料 

センターへの支援、オハイオ 

https://www.friedensmuseum-nuernberg.de/Veranstaltung/vera-807/
https://www.wilmington.edu/news/peace-resource-center-secures-neh-grant-for-collection-preservation/


11 
 

 

 

 

 

 

7 月 11 日、ハーグのイ・ジュン平和博物

館（李儁烈士記念館）は、第 2 回ハーグ平

和会議（万国平和会議）に不当に参加を拒

否され、非業の死を遂げた韓国人の外交

官イ・ジュンを記念する恒例の式典を開催

しました。この式典は、イ・ジュンが 1907 年

7 月に亡くなった旧ホテル・ド・ジョンで、現

在はイ・ジュン平和博物館の大きな記念ホ

ールで開催されました。各国から 170 名に

及ぶ参加がありました。式典の議長は、オ

ランダ韓国人会の会長キョンヒ・ハンが務め、

記念講演は Y.Y.リ韓国大使が行いました。 

 

7 月 11 日イ・ジュン・アカデミー基金の会長キー・ハ

ン・リ氏によるオープニングのあいさつ 

他の主要な参加者として、オランダの韓

国商工会議所所長 C.S.クワック氏、韓国学

友会会長 Y.R.キム氏がありました。プログラ

ムは献花、イ・ジュン氏の遺したものの朗読、

室内楽の演奏も行われました。 

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

 

式典の合間の合奏 

 

 

 

 

オ ー ス ト ラ リ ア ・ リ ビ ン グ 平 和 博 物 館

（ALPM）は、オーストラリアの平和創造、非

暴力による社会の変化、戦争と暴力への対

抗の新しい形を示す、オンラインの博物館

です。博物館は、過去と現在の個人と団体

による、多くの学問領域での（学際的な）平

和の努力を振り返りながら、平和の文化を

育成することを目的としています。ボランテ

ィアが主体の、地域に根差した博物館です。 

最近の展覧会には、以下のようなテーマ

がありました。オーストラリアのピース・メー

カー（過去から現在までの個人とグループ）、

オーストラリアが参戦した戦争への抵抗（ニ

ュージーランド戦争：マオリ戦争、第一次世

界大戦、ベトナム戦争）、戦争のからくり

（例；武器貿易、外国の基地）、平和の実践

（平和の芸術を含む、ウィリアム・ケリーのオ

ンライン展覧会と共に）、平和キャンペーン

の振り返り；その他のオンラインの平和展

（婦人国際平和自由連盟オーストラリア支

部の 100 周年展を含む）。 

博物館の必要性を説き、支援と資金援

助を訴える 2 つの短いビデオ（2014 年）は、

こちらとこちらのリンクからご覧になれます。

here and here.  

イ・ジュン平和博物館 

（李儁烈士記念館） 

記念式典 

 

 

オーストラリア・リビング平和博物館 

https://startsomegood.com/peacemuseum
https://www.youtube.com/watch?v=G9z8YEjT3Ng


12 
 

 

オーストラリアの主要な平和主義者で婦人賛成論者
のビーダ・ゴールドスタイン、1912 年（提供：T・ハン

フリー＆Co.／ビクトリア州立図書館） 

ALPM の設立の根底にある哲学につい

ての素晴らしい記事が、Mayela Reyes とロド

リゴ・サンチェスによって書かれました。「オ

ーストラリア・リビング平和博物館を通してサ

バルタンの歴史を語らせよう」が、「新しいコ

ミュニティ」2016 年第 14 号 No.3、53～55 頁

でご覧になれます。彼らは、博物館の主な

特徴の一つに、オンラインを基本として、高

いレベルの協力と相互性を可能にすること

を挙げています。また彼らは、博物館は、

時に国や公が語るもの（植民地主義とその

影響の再考を含む）を修正し、補足する、

教育のためのインフォーマルな資料として、

重要な役割を担っているとも述べています。

その記事はこちらからダウンロードできます。 

here.  

 

この本は、オーストラリアの平和運動史の概要を紹

介しています。1885 年から現代までの平和に関す

るさまざまな活動を扱っています。 

（翻訳：山本美穂子） 

 

今年 4 月から 5 月にミュンヘン技術大学で

開かれた、数学者で平和主義者のエミー 

 
※ニューズレター第 27 号、4～5 頁参照 

2019 年 6 月 
 

ハイデルベルク大学の博物館で 
7 月 22 日から 10 月 19 日まで開催 

 
ハイデルベルク大学は、ワイマール共和

国の批判とユダヤ人であることを理由に、

早くも 1932 年にガンベルを追放し、彼をア

メリカ亡命へ追いやった大学です。展示の

中には、大学のアーカイブからの貴重な資

料もあります。展覧会のオープニングでは、

アーカイブを会場に丸一日講演会がありま

した。彼の生涯と成し遂げた研究のさまざま

な面の発表や、高く評価されていた統計学

者が、どのようにナチの敵対者として恐れら

れる存在となったのかという疑問も取り上げ

ました。 

  

 

Emil Stumpp による E・J・ガンベルの肖像（提供：ハイ

デルベル大学アーカイブ、Stumpp についての記事

は 2016 年 12 月 INMP ニューズレター第 17 号 12～

13 頁参照） 

エミール・ユリウス・ガンベルについ

ての展覧会、ハイデルベルグ大学の

博物館にて 

 

https://www.researchgate.net/publication/334480344_Letting_subaltern_histories_speak_through_the_Australian_Living_Peace_Museum
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講演会は、デイビッド・ラフ（David Ruf）が

制作した、ガンベルについての新しいドキ

ュメンタリー映画（１時間）の上映で締めくく

られました。講演会の写真や、展覧会のた

くさんのイベントへのリンクは、大学アーカイ

ブの HP からご覧になれます。こちらの記事

「平和主義者に対する戦争―ワイマール共

和国で“ガンベルのケース”は ハイデルベ

ルク大学に衝撃を与えた」（ドイツ語）もご参

照ください。 

ハイデルベルクで初めてのガンベルの

展覧会は、ガンベルに賠償や謝罪を負う大

学が、素晴らしい研究者を歓迎したと同時

に、遅すぎた表彰でもあります。しかし 1991

年には、彼の生誕 100 周年を受けて、大学

は記念に出版を行いました。展覧会の開催

数日前に放送された、ガンベルについての

4 分間のラジオ番組では、彼の肉声を聞く

ことができます。 

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

 

 ７月 15 日～12 月 14 日、ロンドン大

学のセナート・ハウス図書館（大英博

物館の後部入口の向かい）で、小規模

ながら豊かな内容の展示が行われまし

た。「紛争時の文書」展で、過去 100 年

間にわたり、紛争に対して平和や正義

を求めた人々の、言葉の力を示した展

示です。 

第一次世界大戦直後の文書から始ま

り、ベルサイユ条約(1919 年)の複写や、

それに対するジョン・メイナード・ケ

インズやノーマン・エンジェルの批判

書があります。最近の文書には、2019

年の「絶滅への反抗」のチラシや、グ

レタ・トウンベリさんの本『変化を起

こすのに、小さすぎることなどない』

もあります。 

本、パンフレット、ポスター、手紙、

写真、素描など、100 以上が展示されて

います。アート、人文学、社会科学系

大学図書館の、豊富で国際的な収集品

から集められました。アフリカ、ラテ

ンアメリカ、ヨーロッパの作家、ジャ

ーナリスト、政治家、活動家、そして

地域コミュニティによる文書で、4 つの

主なテーマに分類されています。「平

和を求める文書」「戦時下の文書」

「亡命からの文書」そして「抗議する

文書」です。入場は無料で、包括的で

イラスト付きの、約 50 頁の優れた展示

ガイドも受け取れます。このサイトか

らも、ダウンロード可能です。 

 さらに情報を知りたい方は、このサ

イトでどうぞ。また、4 分ビデオは、こ

こで見ることができます。展示ガイド

の最後の数ページには、世界の女性活

動家たちが紹介されています。貴重な

ウェブサイトに基づいていますが、日

付ごとに（その日生まれた）女性活動

家が紹介されている印象的なカレンダ

ーも含まれています。 

 

  

展示ガイド 

（翻訳：寺沢京子） 

「紛争時の文書」展（ロンドン） 

https://www.senatehouselibrary.ac.uk/sites/default/files/files/Exhibitions/WTC/Writing%20in%20Times%20of%20Conflict%20Exhibition%20Guide.pdf
https://www.senatehouselibrary.ac.uk/exhibitions-and-events/exhibitions/writing-times-conflict/exhibition/writing-for-peace
https://www.senatehouselibrary.ac.uk/exhibitions-and-events/exhibitions/writing-times-conflict/exhibition/writing-for-peace
https://www.senatehouselibrary.ac.uk/exhibitions-and-events/exhibitions/writing-times-conflict
https://www.senatehouselibrary.ac.uk/exhibitions-and-events/exhibitions/writing-times-conflict
https://www.womeninpeace.org/
https://www.womeninpeace.org/the-attic-loft
https://www.womeninpeace.org/the-attic-loft
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 アルフレート・フリート写真賞は、2014 年

に創設されました。平和な世界を求める

人々の努力や、生活の美と善を探求する姿

を撮る世界中の写真家を認め、奨励する賞

です。私たちの将来は平和的共存に在る

のだという考えを、うまく表した写真家たち

に賞が与えられるのです。（INMP ニューズ

レターNo.15、2016 年 6 月号「平和のイメー

ジ年間賞」もご覧ください） 

第 6 回の写真賞（2019 年）には、中国、

インド、ロシア、アメリカ、そしてドイツなど、

113 の国々から 17,000 もの写真が応募され

ました。国際審査員が選んだ 25 の候補写

真を、このサイトで見ることができます。 

 2019 年度の授賞式は 9 月 12 日に、ウィ

ーンのオーストリア議会で行われます。2 週

間後には、ローマのオーストリア文化フォー

ラムで、2018 年度の受賞写真展があります。

(10 月 18 日まで) 

「平和をどう写すか」という問いに取り組

んだ、40 ほどの受賞作品や最終候補作品

が展示されます。ローマにあるスイスやドイ

ツ学校の高学年の生徒が、開会の準備を

します。若い彼らが授業で、展示写真につ

いて議論し探求するのです。2019 年度の

「子ども達（14 歳以下）の平和のイメージ」

は、このサイトで見ることができます。 

 

水中で自由を発見する 
（credit:アンナ・ボイジアス） 

 2018 年度のアルフレート・フリート写真賞

の受賞者はアンナ・ボイアジスでした。彼女

は「水中で自由を発見する」という一連の写

真を応募しました。アフリカ東沿岸のザンジ

バルの女性の姿ですが、彼女たちは水泳

を学んでいます。男性が支配するイスラム

社会では禁じられていることですが、彼女

たちは解放と自由の行為に果敢に取り組ん

だのです。詳しい話や写真は、このサイトで

ご覧ください。 

（翻訳：寺沢京子） 

 

 

 

 

 

 

 

2001 年 9 月 11 日のニューヨーク市での

攻撃を受けて、米国のアーティスト、ロバー

ト・シェターリーは、過去と現在において仲

間のアメリカ市民で彼にインスピレーション

を与えた肖像画（物語付き）を描くプロジェ

クトを開始しました。この新しく生み出された

「真実を語るアメリカ人」の肖像画シリーズ

は、描かれた個人の印象的な言葉の引用

があり、木製パネルに印刷された 230 人以

上の肖像画となりました。絵画は、芸術アカ

デミー、文化センター、図書館、博物館、学

校などで展示することができます。2012 年

に開始された巡回展は、公民権、先住民の

権利、平和の作り手、女性の権利、労働者

の権利、環境、メディアなどのような特定の

テーマを中心に構築されることがよくありま

す。また訪問者にインスピレーションを与え

るような一連の個人に関する展示物もありま

す。 

真実を語るアメリカ人の展示： 

アメリカにて 

 

「平和をどう写すか」（ローマ） 

 

https://www.friedaward.com/
https://www.friedaward.com/submissions/shortlist-2019
https://www.friedaward.com/children-award
https://www.friedaward.com/submissions/winners-2018/finding-freedom-in-the-water
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アメリカの奴隷制度廃止をした偉大な人物、フレデリ

ック・ダグラスの肖像（写真提供：Robert Shetterly） 

展示会は幅広い組織によって主催され

ており、これまでに 26 州とワシントン DC で

展示されています。展示会に関連して、ロ

バート・シェターリーは講演やワークショップ

の開催をすることができます。展示会は

時々「アメリカの内部告発者ツアー」、また

は「勇気ある市民的行動の模範的人物」と

題されています。ギャラリーだけでなく、約

25 のテーマはここで見ることができます。テ

ーマのいずれかをクリックすると、あるテー

マに関連付けられている個人の肖像画が

あり、選択できます。肖像画のポスターの複

製を購入することができ、個人およびテー

マに関連する無料のレッスンプランは、この

素晴らしい Web サイトで入手できます。これ

は若者から高齢者までを対象としており、

全く独創的で刺激的な教育プロジェクトで

あり、他の国のアーティストが同様のプロジ

ェクトに着手するきっかけになるはずです。

現在、リチャード・ケインによってロバート・

シェターリーと彼の作品に関するドキュメン

タリー映画が制作中であり、募金活動が進

行中です。映画についての刺激的な 3 分

間のビデオ-「ロバート・シェターリー：真実

を語るアメリカ人」-は、この非常に有益なウ

ェブサイトで見ることができます。また 4 分

間のインタビュー（今後の映画の一部）では、

彼のプロジェクトの背後にあるアイデアを議

論し展示しています。 

 

ニューヨーク州、シラキュース大学のマックスウェル

市民社会学部での最近の展示 

（翻訳：山根和代） 

 

 

 

第二次世界大戦とドイツの分裂、その首

都ベルリンの後、1949 年から 1990 年まで、

ボン市は西ドイツの暫定的な首都でした。

1949 年 8 月 5 日、激しい議論の末にボン

市議会は、ライン川に架かる橋の近くに新

しく造られた中心地のスクエアをベルタ・フ

ォン・ズットナーと名付けることを決めました。 

 

ベルタ・フォン・ズットナー・トラム 
（提供：Frans Valenta） 

 

新たに造られたスクエアは、戦争によっ

て激しく損傷した町の一部に代わるもので

ベルタ・フォン・ズットナー・スクエア

70周年を祝うボン市 

 

https://translate.google.com/translate?hl=ja&prev=_t&sl=en&tl=ja&u=https://www.americanswhotellthetruth.org/portrait-galleries
https://translate.google.com/translate?hl=ja&prev=_t&sl=en&tl=ja&u=https://www.kanelewis.com/
https://translate.google.com/translate?hl=ja&prev=_t&sl=en&tl=ja&u=https://www.kanelewis.com/
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した。そこは毎日何千という人々が行きかう、

市の交通の主要な場所の一つとなりました。

またそこは、世界中から多くの観光客が訪

れるベートーベンの生家（ベートーベン・ハ

ウス）からもとても近いです。ボン市は（そし

て世界が！）、来年のベートーベン生誕

250 周年を祝う準備をしています。（こちらを

ご参照ください）(see here). 

ベルタ・フォン・ズットナー・スクエア（市の

平和への責任を象徴する）の命名 70 周年

を記念し祝うために、ボン女性平和ネットワ

ークと平和協力ネットワークは、市の援助を

受けて、想像力に富んだプロジェクトを行っ

ています。 

9 月 21 日（国際平和デー）には、“ベル

タ・トラム”が始まり、一年間市内を走ります。

このプロジェクトは、トラム本体にベルタ・フ

ォン・ズットナーの肖像や文字を入れるのに

10,000 ユーロ（約 120 万円）かかりました。 

 

 

再建され命名される前の破壊されたスクエアの
様子、1948 年～1949 年 

（提供：Paul Kersten／ボン市アーカイブ） 
 

その他のサポートプログラムとしては、8

月 28 日から 10 月 31 日まで、移動展覧会

「ベルタ・フォン・ズットナー―平和のための

生涯」が、スクエアの歴史的な写真とともに、

ボン市役所のロビーで展示されています。

また 8 月の間、ボン市のアーカイブは、ズッ

トナーやスクエアの展示を行いました。 

またボン市の女性博物館では、1954 年の

彼女についての映画（「世界の心」）が上映

され、教育省は、彼女の有名な小説『武器

を捨てよ（Lay Down Your Arms）』の出版

130 周年を記念した講演を行いました。 

 

女性平和ネットワーク代表の Heide Schütz。 
8 月 28 日ボン市役所のベルタ・フォン・ズット
ナー展オープニングにて 
 

また、女性平和ネットワークのおかげで、

6 年前の 2013 年 9 月 21 日には、ズットナ

ーの彫刻がスクエアでお披露目されました。

2019 年 6 月 18 日に同ネットワークは、花や

旗を彼女の彫刻に飾り、スクエアの 70 周年

をお祝いしました。カラフルな写真はこちら

からご覧になれます。click here. 詳細（ドイ

ツ語）は、以下のリンクからご覧ください。

here and here. 

（翻訳：山本美穂子） 

 

 

 

ウ ィ ー ン の 抗 議 徒 歩 ツ ア ー (Wiener 

Protestwanderung)は特に若者が、過去に

どんな普遍的な人権のために人々が戦っ

てきたか、人々がどのように組織を作り、多

くのことを達成してきたか、どのようにこれら

ウィーンの抗議徒歩ツアー 

http://www.lvbeethoven.de/en/beethoven-2020/up-and-running
https://www.flickr.com/photos/friekoop/albums/72157709141851182?fbclid=IwAR2XYSweuZpoZAgGOCbc1rZ4dURZlsv_Yoi_SBNxrB-Tbiy9yYthmRl7oE4/with/48086883706
https://www.frauennetzwerk-fuer-frieden.de/themen/bertha-von-suttner/bertha-bahn-2019.html
https://www.bonn.de/themen-entdecken/bildung-lernen/zeitfenster.php
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の運動やその成功がこの街の今日の状態

に影響を与えてきたかを学ぶ機会となりま

す。それらの抗議に関連のある場所、特に

抗議運動がなければ存在しなかったであろ

う場所に QR コードが記されています。スマ

ートフォンでその QR コードを読み込むと、

説明文、写真、動画、音声記録などにアク

セスでき、その人権に関連のある場所の重

要性についてより多くのことを学ぶことがで

きます。このプロジェクトは特に歴史と政治

の教育に役に立ちますが、より広く応用で

きます。このシステムは「ポリス」（学校で政

治を学ぶこと）センターと、この説明文の著

者マーティン・アウアーの主導で完成しまし

た。このアプリケーションは首相官邸、連邦

教育科学研究省、ウィーン市、ウィーン応

用美術大学など多くの支援団体から経済

的支援を受けて完成させることができました。 

 

ダウンロード可能な 44 ページのツアーの冊子 

このツアーに持っていくための教員や若

者、その他の人々向けの冊子（44 ページ）

にはそれぞれの場所についての基本情報

が掲載されています。また、このツアーの事

前準備についてのヒントとツアーの後でそ

の体験を最大限に活かすための方法も載

っています。こちら here からその冊子の pdf

ファイルがダウンロードできます。 

説明されているそれぞれの場所はこちら

here から見ることができます。 

このツアーは 18 か所の訪問場所から成

っています。それらはウィーン市内にある、

権力者や政府に対する反乱や抵抗のよう

な出来事、女子のためのギムナジウム（大

学進学者のための中高等学校）を創立する

ことを求める運動、LGBT の権利・労働組合

の権利・公共交通機関・市民のラジオ局・

亡命の権利を求める運動、原子力発電所

に反対する抗議運動、などに関する場所で

す。また、ウィーンのリング通りと国会議事

堂は抗議や運動によく使われる場所です

ので、このツアーに含まれています。家族

計画と中絶の権利を求める運動について

詳細を伝えている博物館も入っています。

こちら click here  とこちら here により詳しい

情報が掲載されています。（ドイツ語） 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

「寛容の船」は言語や芸術を通して、

様々な大陸や文化や独自性を持った若者

を繋ぐ想像力に富む教育プロジェクトです。

この船の帆は様々な民族的・社会的背景を

持った何百人もの地元の学童によって描か

れた絵が縫い合わされており、平和・寛容・

希望のメッセージを伝えています。この船

の創造に参加することによって、子どもたち

は様々な文化や考え方を尊敬することにつ

いて学ぶのです。子どもたちはこの船の建

設を見学し、大工仕事を学ぶ若い実習生

たちと出会います。子どもたちによって描か

れた絵の中から素晴らしい作品として選ば

れたものは巨大な帆を形作るのです。その

帆はその船が完成した時に掲げられるので

す。その船の出航の時、このプロジェクトは

最高潮を迎えます。それは参加者にとって

寛容の船 

https://www.politik-lernen.at/dl/mknpJMJKomKmnJqx4KJK/2019_06_PWW_Begleitheft_web.pdf
https://www.protestwanderweg.at/stationen.php
https://www.protestwanderweg.at/
https://www.politik-lernen.at/site/projekte/protestwanderweg
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喜びとお祝いの雰囲気を創り出し、関わっ

てくれた地域社会に対する大きな興味と話

し合いの機会を生み出します。この全部の

過程は 3～4 週間かかり、世界中の多くの

様々な場所で 10 回以上展示されます。 

最初の「寛容の船」はエジプトのシワで

2005 年に建設されました。それ以来、この

船は世界中の他の都市、例えばハバナ、

モスクワ、ニューヨーク、ローマ、ベネチア、

最近ではロンドンで建設され展示されてき

ました。ロンドンではテート国立近現代美術

館近くのテムズ川で 9 月 4 日から 10 月 6

日まで展示が行われています。そこで「す

べてテムズ 2019」という年に一度のテムズ

川のお祝いのお祭りの一部として展示され

ているのです。この祭りは人の心に刺激を

与え、人と人を繋ぎ、人の心を奪うような創

造的で多様なプログラムで祝われるのです。 

 

「寛容の船」提供 

このプロジェクトは、イルヤとエミリア・カバ

コフ財団によって始められました。この財団

は現代のロシアの二人の有名な芸術家に

ちなんで名付けられました。この財団は多

様な文化の間のコミュニケーションと協力の

ための手段としての芸術を促進することを

目指しています。また、同時に、若い芸術

家を育てることも目指しています。より詳し

い情報がこちら click here とこちら here にあ

ります。 

美しく色とりどりのギャラリーをこちら here

で見ることができます。また、短い優れた動

画集をこちら this link で見ることができます。

その中にはエミリア・カバコフのこのプロジ

ェクト全体についての話（2 分間）も含まれ

ています。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

写真提供：「寛容の船」 

 

 

 

 

 

平和のための博物館・市民ネットワーク

通信『ミューズ』2019 年 6 月号に「ビキニ環

礁での核実験から 65 年：第五福竜丸は放

射能に曝された唯一の船ではなかった」と

いう興味深い記事が掲載されていました。

『ミューズ』No. 39, pp. 13-14 英語版はこち

らにあります click here)この記事は高知に

ある平和資料館・草の家の副館長である岡

村啓佐によって書かれたものです。彼はそ

の著書『NO NUKES ビキニの海は忘れない』

で 1954 年 3 月から 5 月に太平洋のマーシ

ャル諸島ビキニ環礁でアメリカ合衆国によ

って行われた 6 回の水爆実験の犠牲者の

人々について語っています。放射能汚染

がおよそ 1000 隻の漁船の乗組員とその釣

りあげた魚に悪影響を及ぼしましたが、この

悲劇の広がりは 60 年間ずっと秘密にされ

てきました。この本には、約 50 人の漁師の

証言がそれぞれの証言者の１ページ大の

印象的な写真と共に掲載されています。 

新刊案内 

(1)『核兵器はいらない』： 

ビキニ環礁での核実験を忘れない 

https://shipoftolerance.org/
https://totallythames.org/event/the-ship-of-tolerance
https://shipoftolerance.org/gallery
https://shipoftolerance.org/gallery
https://shipoftolerance.org/videos
http://asap-anzai.com/wp/wp-content/uploads/Muse-Newsletter-June-2019.pdf
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第五福竜丸の話はよく知られていますが、

事実を記録した心を動かす力強いこの書

籍には同じように放射能の影響を受けた 20

隻以上の他の船に乗っていた核実験目撃

者の証言が記載されています。（日本語に

英語が併記されています）またこの本はど

のようにして 1985 年に初めてこの全ての話

が明かされたのかも詳しく説明しています。

高知県の高校生と教員の調査と面談の後

に初めてこの被爆の体験談が語られたの

です。（しかしこれは、政府によってさっさと

片付けられてしまいました。）この本には高

知県知事からの出版を祝うメッセージが掲

載されています。ピースボートと核兵器廃

絶国際キャンペーン(ICAN)の共同創設者

である川崎哲の優れたアピールも載ってい

ます。そのアピールは、一般大衆に世界中

にいる核実験被害者に対してもっと意識を

向けてもらうこと、被害者の人権を守る戦い

と彼らが必要としている援助のための活動

を支援すること、そして市民として核兵器禁

止条約の締結を促進するための行動を起

こすことを訴えています。この 20 年間、岡

村啓佐は核兵器の被害者に関して、展示

会を開催するだけでなく、他の写真集も出

版してきました。 

この本は、山根和代も編集者・翻訳者の

一人ですが、電子メールで平和資料館・草

の家に注文することができます。 

こちらがそのためのメールアドレスです。

GRH@ma1.seikyou.ne.jp またアマゾンのこ

ちらのページ Amazon でも注文できます。 

     （翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

『ングリ：その作家人生の回顧』はングリ・

ワシオンゴの 80 歳の誕生日を祝ってその

人生と作品を回顧する、サイモン・ギカンデ

ィとンディラング・ワチャンガによって編集さ

れた小論集です。ングリは 20 世紀アフリカ

出身の最も偉大な作家で、彼の人生のい

ろいろな段階が友人、彼の作品を賞賛する

人々、同僚によって回顧されています。そ

の中には、彼がナイロビ大学で 1970 年代

に教えた学生や、彼の 1980 年代の亡命期

間の政治仲間、彼が 1990 年代にアメリカ合

衆国で新しい生活と仕事を始めた頃に、彼

と仕事をした人々が含まれています。 

1970 年代には前 INMP 理事のソルタン・

ソムジーもングリが書いた劇を上演するた

めに地方の劇場で一緒に仕事をしていまし

た。 

 

ケニアの大統領ジョモ・ケニヤッタはその

劇を上演禁止にし、彼らが建てた野外劇場

を破壊し、その作家ングリを拘留しました。

『ングリとの仕事』という本への長文の寄稿

で、ソムジーはングリの地方の劇場に刺激

を受けて、どのように人々に基本を置いた

村の平和博物館を始めたかについて描写

(2)『ングリ：その作家人生の回顧』 

mailto:GRH@ma1.seikyou.ne.jp
https://www.amazon.co.jp/gp/product/4906910807?language=en_US&pf_rd_p=3d322af3-60ce-4778-b834-9b7ade73f617&pf_rd_r=EA3C6K6SVTBQMC0A25B1
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しています。その平和博物館は紛争の間も

紛争地域の様々な民族の若い男女が対話

を創り出し、互いの伝統について学ぶ市民

社会のスペースとなりました。これらは中央

の権威とは独立して、地域社会と先住民族

の紛争解決の遺産を維持していく伝統でし

た。 

今年の始めにこのケニア人の作家ングリ

は、ドイツのオスナブリュック市で 2019 年エ

ーリッヒ‐マリア‐レマルク平和賞を受賞しま

した。トランセンド・メディア・サービスの記事

がこちら here にあります。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

 

 

 

 

この学際的な書籍の編者（クリスチャン・

フィリップ・ピーターソン、ウィリアム・M. ノブ

ロック、マイケル・ローデンサ―ル）は「この

論集の読者が、1750 年以降の世界中での

平和を達成しようとする試みに関する地域

の特定な時期の事例研究はもちろん、学術

的な観点の多様性も学ぶことができるように」

という希望を表しています。34 の小論は 6

つのテーマにより分けられています。(1) 平

和の方法論(2)平和の象徴的人物（例：トル

ストイ、ガンジー、M. L. キング、ラッセル、

マンデラ）(3)平和の宗教的、文化的側面 

(4)反核平和行動主義 (5)非暴力と民族国

家（例：コロンビア、アイルランド、レバノン、

パレスチナ、台湾海峡） (6)現代の挑戦：国

家を超えた国際的な平和への努力（フェミ

ニストの将来の展望を含む）  

 

この書籍はおよそ 500 ページあり、主に

20 世紀を扱っています。平和と紛争に関し

て研究するために歴史的なアプローチと社

会科学的なアプローチの橋渡しをすること

を目指しています。 

同じ出版社、ラウトレッジ社が豊富に実例を

挙げて説明しているナイジェル・ヤングの書

籍『国家主義後の記憶－平和、戦争：過去

に国境を越えさせること』をもうすぐ出版しよ

うとしています。その中の一章は平和博物

館について書かれています。こちらに click 

here より詳しい情報があります。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

(3)ラウトレッジ社版 1750年以降の 

世界平和の歴史 

 

https://www.transcend.org/tms/2019/06/kenyas-ngugi-wa-thiongo-is-recipient-of-erich-maria-remarque-peace-prize-2019/
https://www.routledge.com/Postnational-Memory-Peace-War-Making-Pasts-Beyond-Borders/Young/p/book/9780367110970
https://www.routledge.com/Postnational-Memory-Peace-War-Making-Pasts-Beyond-Borders/Young/p/book/9780367110970
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社会正義ジャーナルの平和に関する論評 
（第 30 号 2018 年 4 号, pp. 527-536） 

 

このタイトルからは分かりにくいのですが、

この記事は平和博物館についてです。著

者は平和博物館が行動と活動への参加の

ための刺激剤であるべきだと主張していま

す。そして数ある中で例としてブラッドフォ

ード、デイトン、ウィーンの博物館を挙げて

います。彼はサマラの平和の文化の国際ア

ーカイブでのいくつかの文化的芸術プロジ

ェクトも紹介しています。また、勇敢な新し

い子ども平和博物館のプロジェクト、偏見の

根本原因を理解するための博物館も紹介

しています。より多くの情報についてはこち

ら here とこちら here をご覧ください。 

勇敢な新しい子ども平和博物館はアトリウ

ム・ソサイエティのプロジェクトです。この団

体は 1984 年にカリフォルニア州のオーハイ

で平和教育者ジーン・ウェブスター・ドイル

により創立されました。この団体は原始的な

生物学的な脳から発する心理学的な条件

付けがされた意見の、人々を分裂させるよ

うな性質について教育的資料と訓練を提供

します。そのような脳が個人的、社会的、世

界的な紛争の根源だからです。1990 年か

ら今日までこの団体はテレンス・ウェブスタ

ー・ドイル博士によって設計された平和プロ

グラムのための教育を創り出し、促進してき

ました。こちら click here により多くの情報が

あります。   

ウラジミール・イオネソフはロシアのサマラ

州立文化研究所の文化の理論と歴史部門

の教授で部長です。この記事はこちらのリ

ンク this link から読むことができます。また

はこちらのメールアドレス

（ionesov@mail.ru）で著者と連絡を取るこ

とができます。 

（翻訳：赤松敦子） 

 

 

「戦争を越えた世界」の事務局長である

デイヴィッド・スワンソンは 372 ページの『平

和年鑑』を制作し、編集しました。その年の

それぞれの日のために 1 ページが書かれ

ており、世界平和のための運動について重

要な事実と物語を学ぶことができます。こち

ら click here により多くの情報と注文に関す

る詳細があります。 

この年鑑はこちらのリンク this link から自由

にアクセスでき、PDF 版が 3 ドルでダウンロ

ードできます。 

 

 

 

「戦争を越えた世界」によって作られ出版

された最も役に立つ包括的で刺激的な 150

ページの図解付きの出版物は、トニー・ジ

ェンキンスによって編集された 2018 年～

2019 年版『世界の安全保障システム：戦争

の代わりとなるもの』です。こちら click here

(4)ウラジミール・I. イオネソフ 『平和

構築活動は本当に平和を作っている

のだろうか？』 

(5)「戦争を越えた世界」からの新刊  

http://www.bravenewchild.org/museum-on-prejudice/
https://www.bravenewchild.org/exhibits/
https://www.bravenewchild.org/the-atrium-society/about-the-atrium-society/
https://smrgaki.academia.edu/VladimirIonesov
mailto:ionesov@mail.ru
http://www.lulu.com/spotlight/peacealmanac?link_id=3&can_id=3251b60db6d5671560b9077c75f491e9&source=email-wbw-news-action-the-peace-almanac-is-here&email_referrer=email_594433&email_subject=wbw-news-action-the-peace-almanac-is-here
https://worldbeyondwar.org/calendar/
https://worldbeyondwar.org/alternative/
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にその詳細と PDF 版と電子書籍版（少額の

寄付で利用可能）があります。  

 

他の「戦争の廃止」に関する資料―書

籍、記事、映画、ビデオ、音声記録などを

含む広範なリスト（その多くは「戦争を越え

た世界」によって制作されています）につい

てはこちらのリンク this link をご覧くださ

い。  

 （翻訳：赤松敦子） 

 

編集後記 

この通信は、ピーター・ヴァン・デン・デュンゲ

ン、山根和代、安斎育郎、キヤ・キムによって編

集されました。 

また日本語版の翻訳は、赤松敦子さん、寺

沢京子さん、山本美穂子さん、山根和代が担

当しました。この通信は、INMP の個人と組織を

つなぐ重要な場です。また INMP の会員ではな

い方が世界の平和博物館の活動を知る上で、

大変重要です。 

以前発行された通信は INMP の新ウェブサイ

トで読むことができます。 

http://tinyurl.com/INMPMuseumsForPeace/ 

INMP の通信は年に 4 回発行されますが、定

期的に読みたい方は、メールアドレスを次のメ

ールにお知らせ下さい。inmpoffice@gmail.com 

2019 年 12 月に発行される次号に投稿した

い方は、2019 年 11 月 15 日までに原稿をお願

いします（英文で 500 語以内、日本語の場合

1000 字以内、写真 1-2 枚）。直接英語による原

稿を書くことに困難がある場合には、以下の

INMP 日 本 事 務 局 に ご 相 談 く だ さ い 。

inmpoffice@gmail.com  

 

 

 
INMP の会費と寄付を 

お願いします 
INMP の財政はみなさまの会費と寄付

によって成り立っています。私たちは
来年 9 月 16-20 日に第 10 回国際平和博
物館会議を開催する予定で、しっかり
とした財政基盤を築く必要があります。
これまですでに会費を支払った方には

感謝申し上げます。まだの方は、よろ
しくお願いします。 

ペイパルの方は、次のところに送金
して下さい。 

INMP PayPal (business account) 
Name: INMP OFFICE 
INMP email address: 

inmpoffice@yahoo.co.jp 

そうでない方は下記にご連絡下さい。 
inmpoffice@gmail.com 

 
＊日本の方は、次へ振り込むようお願
いします。 
 
 
 

 

 

 

 

 年会費 2,000 円 

※送金先：INMP 郵便局 振込用口座番

号 記号 14480 番号 49799181 名前 

アイエヌエムピー 

他金融機関からの振込の場合 店名 四四

八（ヨンヨンハチ） 店番 448   

普通預金 口座番号 4979918 

INMP コーディネーターの 

お知らせ 
 

https://worldbeyondwar.org/resources/
http://tinyurl.com/INMPMuseumsForPeace/
mailto:inmpoffice@gmail.com
mailto:inmpoffice@gmail.com
mailto:inmpoffice@yahoo.co.jp
mailto:inmpoffice@gmail.com

